
 



○　副籍交流の充実に向けたアンケート調査の結果の概要と結果　を踏まえた対応

副籍制度の改善に向けた今後の方向性と具体的な方策を明らかにするために、都立特別支援学校　　及び地域指定校の保護者・教員を対象に、アンケート調査を実施しました。

１　アンケート調査の概要

３　アンケート調査の結果を踏まえた対応

２　アンケート調査の結果の概要

（1） 調査の目的
　副籍制度に基づく交流活動に関し、今後の更なる充実に有効と考えられる実践を明らかにする

とともに、その実践等を都立特別支援学校及び区市町村教育委員会に情報提供することを通じて、

副籍制度に基づく交流活動の充実を推進することを目的に調査を行いました。

（2） 対象及び回答数
・ 特別支援学校保護者 　2,536　　　　　・ 特別支援学校教員 　940

・ 地域指定校保護者 　 13,868　　　　　・ 地域指定校教員 　1,699　

　回答数合計 19,043

（3） 期間及び方法
・令和４年 12 月 23 日（金）から令和５年 1 月 20 日（金）まで

・Web アンケートによる

（1） 交流活動による変容
・ �交流を通して地域指定校の約半数の児童・生徒及び教職員

の障害理解が深まっていることが分かりました。

（2）交流活動の充実
・ �６割を超える特別支援学校の保護者が交流に満足している

が、課題として、年度当初からの交流の実施や交流回数の

増加を望む意見がありました。

・ �交流の充実に向けては、学部や学年に応じた交流方法やオ

ンラインを活用した交流の充実を求める意見がありました。

（3） 交流の認知状況
・�地域指定校の保護者の半数以上が副籍交流についてよく知っ

ていないという状況が明らかになりました。

地域指定校教員を対象とした
「交流活動による変容」調査結果

特別支援学校保護者を対象とした
「交流内容等に希望する条件」調査結果

（1） 副籍交流の充実に向けた指針
・ �平成 26 年３月にまとめた「副籍ガイ

ドブック」の内容に、アンケート調査

の結果を反映させた「副籍ガイドブッ

ク（改訂版）」を作成しました。改訂版

のガイドブックでは、副籍制度の基本

的な理念や、副籍制度に関わる人々に

求められる役割をまとめ、副籍制度に

対する理解啓発の強化を図りました。

→６ページ参照 「副籍ガイドブック（改訂版）」（令和６年２月　東京都教育委員会）より

（2）交流活動の更なる充実に向けて
・ �交流活動の更なる充実を図る事例を「副籍交流事例集」にまとめ、都立特別支援学校及び区市町村教

育委員会等に周知します。

【副籍交流事例集の主な内容と掲載ページ】

① 早期から交流の開始を実現し、交流の質や回数を充実させた事例　→８、16、17 ページ参照

② 発展的な交流を実施するとともに、保護者の理解啓発を充実させた事例　　→ 12 ページ参照

③ オンラインを活用した交流の事例　→ 10 ページ参照

④ 特別支援学級の児童・生徒との交流から始めた事例　→ 14 ページ参照

⑤ 地域指定校からの働き掛けによる交流充実のアイデア　→ 19、22 ページ参照

⑥ 特別支援学校からの働き掛けによる交流充実のアイデア　→ 18、20 ページ参照

⑦ 地域と連携した交流充実のアイデア　→ 21 ページ参照
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